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『
近
代
日
本
の
政
党
と
官
僚
』

佐
々
木

克

　
本
書
の
執
筆
者
七
人
は
「
告
田
清
成
関
係
文
書
」
（
京
都
大
学
文
学
部
国

史
研
究
室
所
蔵
）
の
整
理
・
解
読
に
当
た
っ
て
き
た
、
京
都
大
学
の
教
員
・

大
学
院
生
・
O
B
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
「
吉
田
清
成
文
書
研
究
会
」
の
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
。
ま
ず
鼠
次
か
ら
記
し
て
お
く
が
、
馬
身
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立

し
た
論
文
と
な
っ
て
い
る
（
論
文
名
の
後
の
数
字
は
、
書
評
者
が
付
け
た
も

の
）
。第

1
部
　
明
治
当
家
の
形
成
一
開
化
路
線
の
展
開
－

　
第
一
章
　
廃
藩
置
県
に
お
け
る
権
力
と
社
会
－
開
化
へ
の
競
合
一

　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
秀
直

　
第
二
章
　
開
化
政
策
と
翻
訳
・
洋
学
教
育
－
大
蔵
省
翻
訳
局
と
尺

　
　
　
　
振
八
・
共
立
学
舎
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
栄
樹

　
第
三
章
　
明
治
八
年
の
政
治
情
勢
一
吉
田
駿
米
公
使
を
通
じ
て
一

　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
四
郎

第
2
部
　
明
治
國
家
の
転
換
！
藩
閥
官
僚
政
治
へ
の
挑
戦
一

　
第
一
章
　
初
期
議
会
期
の
自
由
党
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
之
雄

第
二
章
　
自
由
党
・
政
友
会
系
基
盤
の
変
容
－
和
歌
山
県
を
事
例

　
　
　
に
…
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
之
雄

第
三
章
　

「
対
外
硬
」
派
・
憲
政
本
党
基
盤
の
変
容
…
京
都
府
丹

　
　
　
後
地
域
を
事
例
に
一
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
塚
【
幸

第
四
章
・
地
方
鉄
道
の
形
成
過
程
i
広
島
県
の
場
A
甲
一
（
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
下
孝
昭

第
五
章
　
台
湾
初
期
統
治
と
対
外
姿
勢
1
～
八
九
五
年
の
戦
闘
を

　
　
　
め
ぐ
っ
て
i
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
山
　
伸

　
目
次
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
山
本
論
文
（
3
）
を
除
い
て
、
各
論
文
は
吉

田
清
成
と
そ
の
文
書
と
は
直
接
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
吉
田
文
書
の
整

理
・
読
解
の
か
た
わ
ら
、
研
究
会
で
憲
由
に
各
自
の
問
題
関
心
と
研
究
成
果

を
発
表
し
て
き
た
、
そ
の
結
実
が
本
書
で
あ
る
。
以
下
に
、
各
論
稿
の
紹
介

と
評
者
の
感
想
を
述
べ
る
事
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
寧
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
〔
高
橋
秀
直
（
1
）
論
文
〕
　
廃
藩
置
県
の
研
究
は
、
一
九
八
○
年
代
以
降
、

原
口
清
、
佐
藤
誠
朗
、
宮
地
正
人
、
羽
賀
祥
二
、
松
尾
正
人
の
諸
氏
の
研
究

に
よ
っ
て
、
飛
躍
的
に
深
め
ら
れ
、
そ
の
鋼
達
点
が
松
尾
正
人
著
『
廃
藩
置

県
』
（
～
九
八
六
年
、
中
公
薪
書
）
で
あ
り
、
同
氏
「
廃
藩
置
県
の
政
治
的

潮
流
」
（
一
九
八
九
年
、
「
歴
史
学
研
究
」
五
九
六
）
で
あ
る
。
研
究
史
に
つ

い
て
は
、
松
尾
氏
の
著
書
と
高
橋
氏
の
本
論
文
に
お
け
る
、
簡
潔
な
が
ら
要

点
を
得
た
記
述
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
大
き
な
問
題
が
一

つ
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
廃
藩
置
県
が
な
ぜ
、
明
治
四
年
七
月
一
四
日

と
い
う
蒋
点
で
行
わ
れ
た
の
か
、
ま
た
は
、
行
わ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の

か
、
な
ぜ
「
ク
ー
デ
タ
ー
し
と
言
わ
れ
る
方
法
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
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題
で
あ
る
。
こ
の
難
論
に
挑
戦
し
た
の
が
高
橋
氏
の
論
文
で
あ
る
。

　
版
籍
奉
還
（
開
治
二
年
六
月
）
か
ら
「
藩
制
」
布
告
（
同
三
年
九
月
）
へ

と
、
維
新
政
権
の
開
明
派
は
集
権
化
（
領
有
制
の
解
体
）
を
す
す
め
て
い
っ

た
が
、
木
戸
孝
允
、
大
久
保
利
通
、
岩
倉
具
視
等
の
政
府
首
脳
部
の
間
で
は
、

穆
指
す
集
権
化
の
内
容
と
そ
こ
に
至
る
臼
蓋
の
構
想
に
、
微
妙
な
ず
れ
が
あ

っ
た
。
そ
の
な
か
で
も
「
木
戸
派
は
政
府
内
で
も
最
も
先
端
的
な
急
進
論
者
」

で
あ
っ
た
が
、
明
治
四
年
一
月
五
日
、
三
田
尻
に
お
け
る
西
郷
隆
盛
、
木
戸
、

大
久
保
の
三
者
会
談
に
よ
っ
て
「
藩
制
」
を
こ
え
る
「
急
進
壷
漿
権
化
方
針
」

が
決
定
さ
れ
た
、
と
ま
ず
述
べ
る
。

　
と
こ
ろ
で
松
尾
正
人
氏
の
著
書
・
論
文
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
明

治
三
年
か
ら
四
年
春
に
か
け
て
、
徳
島
、
鳥
取
、
名
古
屋
、
熊
本
、
高
知
な

ど
の
、
薩
摩
、
長
州
両
翼
以
外
の
大
藩
か
ら
、
集
権
化
に
向
け
て
の
火
改
革

構
想
が
出
さ
れ
、
そ
う
し
た
動
き
を
背
景
に
、
岩
倉
具
視
・
大
隈
重
信
に
よ

っ
て
、
郡
県
制
の
微
底
を
め
ざ
す
「
大
藩
同
心
意
見
書
」
（
適
業
四
年
三
月
）

が
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
土
佐
藩
（
板
垣
退
助
）

か
ら
は
「
諸
藩
会
議
」
に
よ
っ
て
廃
藩
の
実
現
へ
向
か
お
う
と
い
う
、
「
大
藩

同
心
意
見
書
」
を
超
え
る
内
容
の
意
見
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
急

進
派
を
自
認
す
る
木
戸
派
が
、
さ
ら
に
急
進
的
な
「
座
か
ら
の
挑
戦
を
受
け
」

た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
、
と
高
橋
氏
は
述
べ
る
。
し
か
も
岩
倉
は
、
こ
う

し
た
急
進
的
改
革
派
大
藩
の
動
き
を
支
持
し
、
大
藩
会
議
で
政
治
改
革
を
行

お
う
と
い
う
意
向
を
示
し
た
。
こ
こ
に
薩
長
の
リ
…
ダ
…
シ
ッ
プ
は
危
う
く

な
り
、
そ
の
う
え
熊
本
藩
や
土
佐
藩
か
ら
は
、
「
木
戸
系
開
化
派
の
（
政
府
）

要
職
か
ら
の
誹
除
を
求
め
る
」
声
が
強
く
韻
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
く

し
て
、
「
反
木
戸
系
開
化
派
の
圧
力
の
高
ま
り
を
最
も
強
く
感
じ
る
部
分
で

あ
る
し
山
県
有
朋
、
井
上
馨
、
鳥
尾
小
弥
太
ら
の
「
木
戸
派
の
中
堅
層
が
ま

ず
動
き
だ
し
（
い
わ
ゆ
る
書
生
論
）
」
木
戸
派
は
「
廃
藩
ク
ー
デ
タ
ー
を
提
起

す
る
こ
と
で
政
局
の
主
導
権
を
確
保
し
、
危
機
を
脱
出
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
」
の
で
あ
っ
た
と
結
論
す
る
。

　
本
論
文
に
よ
っ
て
、
民
蔵
分
離
問
題
か
ら
廃
藩
置
県
に
至
る
、
集
権
化
を

め
ぐ
っ
て
の
諸
構
想
と
諸
政
治
勢
力
の
せ
め
ぎ
あ
い
が
、
綿
密
か
つ
明
癬
に

あ
と
づ
け
ら
れ
、
薩
長
両
藩
に
よ
る
廃
藩
の
「
断
行
」
の
政
治
的
意
味
も
説

明
さ
れ
た
。
ま
た
尊
爵
派
な
ど
の
反
政
府
運
動
の
脅
威
に
よ
っ
て
、
追
い
詰

め
ら
れ
て
廃
藩
を
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
政
府
が
「
主
体
的
」

に
廃
藩
を
断
行
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
論
文
を
読
ん
で
、
す
ぐ
誰
も
が
気
が
付
く
こ
と
と
思
わ
れ

る
が
、
「
木
戸
派
」
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
こ
の
論
文
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
言
っ
て
も
い
い
。
し
か
し
「
木
戸
派
」
の
実

体
は
、
あ
ま
り
鮮
明
で
は
な
い
。
伊
藤
博
文
、
井
上
馨
、
山
県
有
朋
、
大
隈

重
信
等
が
「
木
戸
派
し
と
さ
れ
る
が
、
あ
り
て
い
に
い
え
ば
、
大
隈
な
ど
は
、

自
分
で
「
木
戸
派
」
で
あ
る
な
ど
と
は
、
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
政
局
の
動
き
の
な
か
で
も
、
必
ず
し
も
木
戸
ら
と
同
じ
行
動
を
し

て
い
る
と
は
い
い
難
い
面
も
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
時
期
の
「
派
」
は
、
後
の

政
党
や
、
会
派
、
山
県
閥
な
ど
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
政
治
グ
ル
ー
プ
と
は
、

か
な
り
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、

「
木
戸
派
」
の
危
機
も
、
今
一
つ
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
弱
く
感
じ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　
論
証
な
し
で
述
べ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
薩
長
の
ク
ー
デ
タ
ー
方
式
で
廃
藩

を
決
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
木
戸
、
大
久
保
、
西
郷
ら
が
、

大
藩
諸
藩
の
廃
藩
へ
の
志
向
の
な
か
で
、
今
ま
ず
自
ら
の
藩
を
廃
す
こ
と
を

決
断
し
強
行
し
な
け
れ
ば
、
薩
長
両
藩
の
襟
元
の
状
況
か
ら
し
て
、
集
権
化
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ラ氾
Ul

へ
の
道
は
、
混
迷
を
極
め
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
情
勢
判
断
が
あ
っ
た

か
ら
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
彼
等
の
カ
ケ
は
成
功
し
た
と
い
え
よ
う
が
、

た
と
え
ば
、
鹿
児
島
の
反
政
府
（
反
集
権
化
、
反
開
化
）
的
動
き
な
ど
を
見

て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
集
権
化
の
最
終
的
な
決
着
が
、
士
族
反
乱
ま
で
持

ち
越
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
が
、
そ
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
の
で
あ
る
が
。

　
〔
鈴
木
栄
樹
（
2
）
論
文
〕
　
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
、
大
蔵
省
翻
訳

局
（
明
治
五
年
九
月
開
局
～
同
七
年
九
月
廃
止
）
の
設
置
か
ら
、
そ
の
業
務

内
容
、
お
よ
び
局
長
と
な
っ
た
、
纂
末
・
弱
治
の
著
名
な
英
学
者
尺
振
八
と

彼
の
家
塾
「
共
立
学
舎
」
と
翻
訳
局
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で

あ
る
。

　
大
蔵
省
翻
訳
局
は
「
租
税
井
バ
ン
ク
等
欧
羅
巴
ノ
事
務
二
関
渉
」
す
る
た

め
、
つ
ま
り
租
税
改
革
一
1
地
租
改
正
と
銀
行
制
度
確
立
の
た
め
、
欧
米
の
諸

制
度
を
参
考
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
う
し
た
二
品
度
に
関
係
す
る
翻
訳
物

を
取
り
扱
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
翻
訳
業
務
の
ほ
か

「
洋
学
人
材
」
を
養
成
す
る
た
め
の
教
育
機
関
を
も
兼
ね
て
い
た
。

　
周
知
の
ご
と
く
、
明
治
初
期
の
日
本
の
諸
制
度
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
欧

米
の
制
度
を
参
考
に
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
当
暗
の
日
本
は
、
欧
米
の

制
度
と
語
学
に
堪
能
な
人
材
に
不
足
し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
う
し
た
「
洋
学

人
材
」
を
養
成
す
る
高
等
教
育
機
関
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
各
省

庁
は
自
ら
必
要
と
す
る
専
門
的
な
人
材
を
、
早
急
に
自
前
で
育
成
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。
尺
振
八
が
局
長
に
営
営
さ
れ
た
の
も
、
彼
の
語
学
力
は
勿
論
の

こ
と
で
あ
る
が
、
か
つ
、
そ
の
教
育
的
手
腕
も
大
き
く
期
待
さ
れ
て
の
も
の

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
翻
訳
機
関
は
、
外
務
省
は
当
然
と
し
て
、
文
郵
書
、
司
法
省
、

内
務
省
、
元
老
院
な
ど
に
も
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
省
庁
の
翻

訳
機
関
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
従
っ

て
研
究
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
よ
う
や
く
本
論
文
に
よ
っ
て
、
未
開
拓

の
、
し
か
も
き
わ
め
て
重
要
な
分
野
に
メ
ス
が
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
明
治
初
年
の
制
度
・
規
則
等
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
は
、
よ
く
解
ら
な
い

と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
「
大
区
・
小
区
制
」
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス

の
地
方
制
度
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
、
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
推

測
が
可
能
で
あ
る
が
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
、
な
ぜ
フ
ラ
ン
ス
の
制
度
を
参
考

と
し
た
の
か
等
々
、
そ
こ
か
ら
先
が
不
明
な
の
で
あ
る
。
大
蔵
省
を
は
じ
め

司
法
省
等
に
お
け
る
、
翻
訳
業
務
の
実
態
解
明
に
よ
っ
て
、
今
後
明
ら
か
に

な
る
部
分
は
多
い
事
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
も
、
今
後
の
鈴
木
氏
の
仕
事

に
大
い
に
期
待
し
た
い
。
地
味
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
基
礎
研
究
は
貴
重

で
あ
る
。

　
〔
山
本
四
郎
（
3
）
論
文
〕
　
1
征
台
の
役
と
天
津
談
判
。
2
大
阪
会
議
。
3

樺
太
千
島
問
題
と
マ
リ
ア
ル
ス
号
事
件
。
4
日
米
郵
便
交
換
条
約
改
正
。
5

江
華
島
事
件
等
を
、
駐
米
公
使
告
田
清
成
と
松
方
正
義
、
榎
本
武
揚
、
前
島

密
、
岳
父
志
村
知
常
ら
と
の
往
復
書
簡
を
通
じ
て
、
考
察
を
試
み
た
エ
ッ
セ

ー
で
あ
る
。

　
吉
田
清
成
（
一
八
四
五
～
一
八
九
一
）
は
薩
摩
藩
出
身
。
大
久
保
利
通
を

尊
敬
し
、
松
方
正
義
や
五
代
友
愛
と
近
い
人
物
。
吉
田
文
書
は
近
く
刊
行
が

開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
〔
伊
藤
之
雄
（
4
）
論
文
〕
　
第
一
議
会
か
ら
日
清
戦
争
ま
で
の
、
自
由
党
の

動
向
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
次
松
方
内
閣
、
お
よ
び
第
二
次
伊
藤

内
閣
と
自
由
党
の
対
立
・
妥
協
、
そ
し
て
自
由
党
地
方
団
の
形
成
過
程
と
、

そ
れ
を
背
景
に
し
て
出
さ
れ
て
く
る
政
策
要
求
や
、
さ
ら
に
日
清
戦
争
ま
え
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に
、
自
由
党
は
鉄
道
問
題
に
い
か
に
取
組
ん
だ
か
、
と
い
う
こ
と
等
が
中
心

テ
…
マ
で
あ
る
が
、
主
要
な
論
点
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

　
（
1
）
日
清
戦
争
前
の
自
由
党
の
基
本
的
な
要
求
は
、
地
租
軽
減
、
地
籍
修

正
と
い
う
減
税
要
求
と
、
条
約
改
正
、
臥
4
6
よ
び
言
論
・
集
会
・
結
社
の
自
由

等
の
政
治
的
自
由
の
拡
大
を
求
め
る
も
の
で
、
鉄
道
建
設
問
題
等
の
積
極
政

策
は
、
こ
の
時
期
の
蜜
由
党
の
中
心
課
題
で
は
な
い
。
（
2
）
自
由
党
の
寄
布

ア
ジ
ア
認
識
が
、
政
治
制
度
、
軍
事
、
産
業
等
の
近
代
化
の
達
成
度
と
い
う

点
に
お
い
て
、
一
八
九
三
年
春
を
期
に
優
位
に
転
換
す
る
。
ま
た
シ
ベ
リ
ア

鉄
道
の
起
工
も
、
完
成
は
当
分
先
で
あ
る
、
と
の
見
通
し
の
上
に
た
っ
て
、

ロ
シ
ア
の
脅
威
を
、
ま
だ
そ
れ
程
深
刻
に
は
受
け
止
め
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
政
府
の
軍
備
（
海
軍
）
拡
張
要
求
に
は
批
判
的
で
、
藩
閥
政
府
と
の
妥

協
・
鍵
携
は
成
立
し
な
い
。
（
3
）
第
一
議
会
を
経
た
一
八
九
一
年
春
に
、
星

亨
1
1
板
壇
総
理
と
い
う
党
指
導
の
体
制
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
体
制
の
特
色

は
、
藩
閥
内
閣
と
宥
和
的
な
姿
勢
を
と
る
事
に
よ
っ
て
、
党
勢
の
拡
大
と
党

の
要
求
の
実
現
を
は
か
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
最
高
幹
部
（
板
垣
、
星
、

河
野
広
中
、
松
田
正
久
）
i
幹
部
一
一
般
代
議
士
一
院
外
党
員
と
、
党
内
序

列
を
明
確
化
し
、
組
織
と
繍
結
の
強
化
を
計
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ

の
体
制
は
一
八
九
三
年
に
崩
濁
し
、
そ
の
結
果
、
以
後
日
清
戦
争
に
い
た
る

ま
で
、
政
府
と
の
対
立
が
強
ま
っ
て
行
く
。

　
本
論
文
は
初
期
議
会
期
に
お
け
る
自
由
党
研
究
の
、
現
段
階
で
の
到
達
点

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
長
大
な
論
文
で
、
評
者
の
力
蚤
で
は
、
重
要
な
論
点

の
す
べ
て
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
一
点
だ
け
感
想
を
述
べ
て
お
き

た
い
。
本
論
で
、
第
一
に
し
か
も
意
識
的
に
強
調
さ
れ
て
い
る
の
が
、
日
清

戦
争
前
に
お
け
る
鉄
道
問
題
な
ど
の
積
極
政
策
問
題
を
、
自
由
党
と
藩
閥
政

府
と
の
関
係
や
自
由
党
の
動
向
を
決
定
づ
け
る
も
の
と
し
て
重
視
す
る
従
来

の
研
究
に
対
す
る
、
反
対
意
見
で
あ
る
。
た
し
か
に
本
論
で
言
及
さ
れ
た
よ

う
に
、
地
方
鰯
の
要
求
・
党
大
会
の
決
議
な
ど
を
見
る
限
り
に
お
い
て
は
、

鉄
道
建
設
問
題
等
の
積
極
政
策
は
中
心
的
な
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に

見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
団
の
要
求
と
い
っ
て
も
、
か
な
り
の
広
域

を
臨
め
た
も
の
で
あ
る
し
、
限
定
さ
れ
た
地
域
か
ら
の
、
強
い
要
求
が
あ
っ

て
も
、
そ
れ
を
全
体
と
し
て
の
決
議
に
は
盛
り
込
め
な
い
場
合
が
当
然
あ
る

だ
ろ
う
。
党
大
会
の
決
議
も
同
様
で
あ
る
。
産
業
革
命
の
未
成
熟
な
段
階
で
、

鉄
道
問
題
が
「
全
地
域
を
巻
き
込
む
課
題
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
い
う

指
摘
は
、
そ
の
と
う
り
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
、
し
か
し
、
諸
地
域
に
お
い
て
、

鉄
道
に
熱
い
ま
な
ざ
し
を
向
け
始
め
て
い
た
の
も
、
ま
さ
に
こ
の
時
代
だ
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
政
党
が
政
策
と
し
て
、
あ
る
時
点
に
お
い
て
、
な

に
を
打
ち
出
す
か
、
と
い
う
こ
と
は
微
妙
か
つ
複
雑
な
問
題
を
含
む
も
の
で

あ
る
こ
と
は
、
自
盛
の
事
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
決
議
や
掲
げ
ら
れ
た

政
策
を
重
視
し
過
ぎ
る
の
は
注
意
を
要
す
る
。
地
方
の
政
治
状
況
を
視
野
に

お
い
て
語
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
点
を

も
考
慮
し
な
が
ら
、
今
後
の
研
究
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　
〔
伊
藤
之
雄
（
5
）
論
文
〕
初
期
議
会
か
ら
日
露
戦
争
前
ま
で
の
、
自
由
党

一
憲
政
党
－
政
友
会
と
続
く
党
派
の
地
方
基
盤
の
形
成
と
変
容
を
、
和
歌
山

県
を
事
例
に
と
っ
て
論
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
紹
介
の
意
味
を
込
め
て
、

以
下
に
目
次
を
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
1
陸
奥
派
と
自
由
党
、
2
陸
奥

宗
光
と
陸
奥
派
、
3
陸
奥
派
の
内
部
対
立
と
衰
退
、
4
和
歌
山
県
政
界
の
流

動
化
と
旧
自
由
党
系
の
主
導
、
5
立
憲
政
友
会
の
創
設
と
和
歌
山
県
支
部
、

6
不
況
下
の
政
友
会
支
部
の
機
能
と
限
界
。

　
和
歌
山
県
は
、
自
由
党
－
政
友
会
が
主
流
を
な
し
た
典
型
的
な
県
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
当
県
の
分
析
は
、
　
地
域
の
事
例
研
究
で
は
無
く
、
自
由
党
か
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戸

評書

ら
政
友
会
系
政
派
の
地
域
基
盤
の
、
全
国
約
趨
勢
の
展
望
を
可
能
と
す
る
普

遍
姓
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
陸
奥
と
い
う
特
異
な
個
性
と
党
派

を
め
ぐ
っ
て
揺
れ
動
く
和
歌
山
県
の
地
方
政
界
の
模
様
が
、
克
明
に
描
か
れ
、

中
央
と
地
方
政
界
、
中
央
ボ
ス
と
地
方
政
治
と
い
う
、
現
代
の
政
治
状
況
を

彷
稀
さ
せ
る
、
そ
の
口
授
点
を
見
る
思
い
が
す
る
。

　
一
つ
問
題
は
、
名
望
家
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
論
文
で
は
、
「
名
望
家
」

の
く
わ
し
い
説
明
は
な
く
、
地
主
、
資
産
家
、
商
工
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
等
、

ほ
と
ん
ど
、
選
挙
権
を
有
す
る
全
て
の
有
産
者
を
、
名
望
家
と
し
て
く
く
っ

て
い
る
が
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
、
い
わ

ゆ
る
〈
名
望
家
自
治
〉
な
ど
と
い
う
、
曖
昧
な
表
現
を
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、

明
治
前
半
期
の
地
域
問
題
を
す
こ
し
さ
わ
っ
た
経
験
を
も
つ
評
者
な
ど
に
は
、

「
名
望
家
」
を
あ
ま
り
広
げ
て
考
え
る
事
に
は
、
少
な
か
ら
ず
違
和
感
を
感

じ
る
。
安
在
邦
夫
氏
の
名
望
家
規
定
（
『
立
憲
改
進
党
の
活
動
と
思
想
』
一
九

九
二
年
、
校
倉
書
房
、
第
二
章
）
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
〔
飯
塚
一
幸
（
6
）
論
文
〕
　
第
一
回
か
ら
第
七
回
総
選
挙
（
一
九
〇
二
年
目

に
至
る
、
神
鞭
知
常
（
憲
政
本
党
）
の
選
挙
基
盤
で
あ
る
、
京
都
府
丹
後
地

域
に
お
け
る
、
憲
政
本
党
の
基
盤
の
変
容
に
つ
い
て
分
析
し
た
も
の
で
、
初

期
量
会
期
に
お
け
る
神
鞭
派
の
形
成
、
日
清
戦
争
直
後
の
京
都
府
政
界
の
動

向
、
さ
ら
に
憲
政
党
分
裂
後
の
憲
政
本
党
基
盤
の
動
揺
、
そ
し
て
第
七
回
総

選
挙
で
神
鞭
が
敗
北
す
る
ま
で
が
綿
密
に
論
証
さ
れ
て
い
る
。

　
神
鞭
は
、
「
対
外
硬
」
派
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
り
、
ジ
ソ
ゴ
イ
ス
ト

（
好
戦
的
な
愛
国
主
義
者
）
と
も
呼
ば
れ
る
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

大
蔵
省
主
税
局
次
長
と
い
う
官
歴
を
も
つ
財
政
通
で
あ
り
、
京
都
財
界
の
主

流
と
密
接
な
交
流
が
あ
る
と
い
う
、
異
色
の
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
彼
独

自
の
経
済
論
の
立
脚
点
が
あ
り
、
在
来
マ
ニ
ェ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
で
あ
る
丹
後

縮
緬
の
産
地
で
あ
り
、
「
裏
日
本
」
化
し
つ
つ
あ
っ
た
丹
後
地
方
の
地
方
ブ

ル
ジ
ョ
ア
ジ
…
の
危
機
意
識
と
、
地
域
の
自
立
し
た
発
展
を
求
め
る
声
を
反

映
し
た
、
政
治
漉
動
と
そ
の
基
盤
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
丹
後
は
「
従
来
自

由
党
の
足
を
踏
み
入
る
る
こ
と
能
は
ざ
る
地
区
」
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
神
鞭
の
選
挙
戦
は
、
第
五
会
総
選
挙
で
は
、
対
立
候
補
も
な
く
、

一
切
の
選
挙
運
動
も
せ
ず
当
選
す
る
よ
う
に
、
お
お
む
ね
楽
勝
の
ケ
ー
ス
が

多
か
っ
た
。
し
か
し
憲
政
党
瓢
政
友
会
と
京
都
財
界
が
接
近
し
、
府
財
政
を

通
じ
た
地
方
利
益
供
与
を
通
じ
た
、
憲
政
本
党
基
盤
の
切
り
崩
し
が
進
ん
で
、

つ
い
に
神
鞭
も
挫
折
の
縛
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
飯
塚
論
文
と
伊
藤
（
5
）
論
文
に
よ
っ
て
、
〈
立
憲
改
進
党
－
進
歩
党
－
憲

政
本
党
〉
と
く
自
由
党
－
憲
政
党
－
政
友
会
〉
と
い
う
二
大
政
治
党
派
の
地

方
基
盤
の
状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
読
み
比
べ
て
見
る
と
大
変
興
味
深
い
多

く
の
こ
と
が
ら
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
京
都
府
丹
後
地
方
と
和

歌
山
県
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
を
受
け
入
れ
る
地
域
の
特
性
と
い
う
も

の
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
同
時
に
、
政
党
と
地
域
お
よ
び
地
域
の
人
々
と
政
党

と
の
か
か
わ
り
と
い
う
、
単
な
る
事
例
研
究
を
こ
え
た
、
か
つ
地
方
政
治
状

況
と
地
域
利
害
と
い
う
よ
う
な
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
の
発
想
か
ら
自
由
に
な
っ
た
、

現
代
に
直
接
つ
な
が
る
、
大
き
な
、
か
つ
普
遍
的
な
問
題
も
ま
た
意
識
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。
ま
た
難
し
い
問
題
で
あ
る
と
は
思
う
が
、

神
鞭
と
い
う
人
間
の
個
性
と
選
挙
（
選
挙
民
）
と
の
関
係
と
い
う
事
に
つ
い

て
も
、
で
き
れ
ば
も
っ
と
触
れ
て
ほ
し
か
っ
た
。
神
鞭
の
圧
倒
的
な
得
票
は
、

党
派
や
、
政
策
、
地
盤
あ
る
い
は
対
立
候
補
等
の
要
因
だ
け
だ
っ
た
の
か
、

と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
時
期
の
地
方
政
治
史
に
晴
い
評
者
の
素
人
的
発
想
で

は
気
に
な
る
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
。

　
〔
松
下
孝
昭
（
7
）
論
文
〕
　
日
清
戦
争
後
の
民
営
鉄
道
熱
の
勃
興
の
な
か
で
、
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広
島
県
の
事
例
を
中
心
に
、
鉄
道
建
設
の
展
開
を
あ
と
づ
け
た
論
文
で
あ
る
。

広
島
県
は
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
民
営
鉄
道
が
発
達
し
た
地
域
で
あ
る
が
、

民
営
か
官
設
か
と
い
う
二
つ
の
選
択
肢
を
め
ぐ
り
、
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
状

況
の
中
で
、
と
く
に
一
九
一
〇
年
の
軽
便
鉄
道
法
以
後
、
軽
便
鉄
道
網
が
一

挙
に
拡
充
さ
れ
て
行
く
。
し
か
し
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け

て
は
、
政
友
会
や
憲
政
会
等
の
政
党
の
党
勢
拡
張
に
媒
介
さ
れ
た
、
官
設
線

と
し
て
実
現
さ
れ
て
ゆ
く
と
述
べ
ら
れ
る
。

　
鉄
道
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
宮
設
路
線
と
政
党
の
党
勢
拡
張
と
い
う
か

ら
み
あ
い
で
、
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
松
下
論
文
や

伊
藤
（
6
）
論
文
で
も
す
こ
し
触
れ
ら
れ
た
よ
う
に
、
鉄
道
民
設
と
地
域
社
会

の
問
題
は
、
等
閑
に
で
き
な
い
重
要
な
論
点
で
あ
る
。
と
く
に
中
央
睦
政
党

の
側
か
ら
見
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
側
か
ら
見
て
行
く
視
点
が
、
今
後
い

っ
そ
う
重
要
性
を
増
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
現
代
に
お
け
る
、
鉄
道
新
設
、

新
駅
設
置
、
窒
港
新
設
等
々
の
運
動
を
晃
る
と
き
、
ま
さ
に
そ
の
時
代
の
、

社
会
と
地
域
の
聞
題
状
況
が
、
見
事
に
映
し
だ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
〔
西
山
伸
（
8
）
論
文
〕
　
一
八
九
五
年
四
月
一
七
日
、
日
清
講
和
条
約
で
日

本
は
台
湾
の
割
譲
を
認
め
さ
せ
た
。
そ
し
て
五
月
二
九
日
、
台
湾
に
日
本
軍

が
上
陸
、
か
く
て
一
九
一
五
年
ま
で
続
く
、
台
湾
に
お
け
る
植
民
地
戦
争
が

始
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
日
本
は
な
ぜ
台
湾
を
士
魂
し
ょ
う
と
し
た
の
か
。

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
の
問
題
を
、
初
期
の
台
湾
統

治
政
策
の
特
徴
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
た
の

が
こ
の
論
文
で
あ
る
。

　
属
清
戦
争
の
過
程
で
、
台
湾
進
出
論
が
浮
上
し
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
「
何

の
た
め
に
台
湾
を
要
求
す
る
の
か
と
い
う
肝
心
の
目
的
が
曖
昧
な
ま
ま
割
譲

要
求
の
み
が
具
体
化
さ
れ
た
」
。
そ
の
結
果
、
台
湾
上
陸
後
、
激
し
い
抵
抗

運
動
に
会
う
が
、
農
民
主
体
の
抗
日
運
動
の
意
味
を
評
価
で
き
ず
、
残
塵
な

戦
闘
に
よ
っ
て
弾
圧
し
、
露
骨
な
軍
事
支
配
を
強
行
し
た
。
つ
ま
り
日
本
軍

と
台
湾
昆
衆
の
戦
闘
は
「
日
清
戦
争
と
は
全
く
別
個
の
植
民
地
戦
争
の
最
初

の
段
階
」
で
あ
っ
た
、
と
位
置
付
け
、
こ
う
し
た
行
動
に
出
た
背
景
に
は
、

日
本
が
植
民
地
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
欧
米
列
強
の
仲
間
入
り
を
す

る
の
だ
と
い
う
意
識
が
、
強
く
働
い
て
い
た
、
と
指
摘
す
る
。

　
本
論
文
の
中
心
課
題
が
、
日
本
側
の
軍
事
と
政
策
と
い
う
と
こ
ろ
に
力
点

が
置
か
れ
て
お
り
、
初
期
の
統
治
と
い
う
限
定
も
あ
る
た
め
、
台
湾
民
衆
の

抵
抗
運
動
と
、
そ
れ
に
対
す
る
日
本
側
の
対
応
が
ク
ロ
ス
す
る
、
も
う
一
つ

の
重
要
な
、
か
つ
興
味
深
い
論
点
に
つ
い
て
の
論
及
が
弱
い
が
、
そ
れ
は
こ

れ
か
ら
の
研
究
課
題
と
し
て
、
心
に
留
め
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
戦
前

の
矢
内
原
忠
雄
の
研
究
以
後
、
本
格
的
な
植
民
地
研
究
は
で
て
い
な
い
が
、

と
も
あ
れ
、
本
論
文
は
、
臆
し
い
植
民
地
研
究
の
出
発
点
の
一
つ
に
位
置
す

る
研
究
で
あ
る
。
願
わ
く
ば
、
今
後
は
広
く
、
日
本
の
朝
鮮
支
配
と
の
比
較
、

イ
ギ
リ
ス
の
ア
ジ
ア
支
配
、
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
と
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
関
係

等
々
も
視
野
に
入
れ
て
研
究
を
進
め
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
蒔
代
の
、
新
し
い
植

民
地
研
究
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。
志
は
大
き
く
持
つ
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
本
書
は
、
本
文
五
四
六
ペ
ー
ジ
の
大
著
で
あ
る
。
各
論
文
と
も
に
力
作
で
、

著
者
た
ち
の
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
来
る
よ
う
で
、
疲
れ
も
し
た
が
、
読
後

の
充
実
感
も
あ
っ
た
。
評
者
の
力
量
不
足
か
ら
、
見
当
違
い
の
紹
介
や
批
判

が
、
あ
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。
最
後
に
一
つ
、

蛇
足
を
承
知
で
述
べ
る
が
、
も
う
ひ
と
つ
論
文
の
書
き
方
に
工
夫
が
あ
っ
て

も
い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
の
論
文
に
、
冗
漫
さ
を
感
じ
た
。

ま
た
油
で
、
色
々
と
持
論
を
述
べ
て
い
る
衡
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
思
考
が
分
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断
さ
れ
て
、
読
む
方
は
苦
痛
を
感
じ
る
事
が
多
い
。
で
き
る
だ
け
本
文
の
な

か
で
述
べ
る
よ
う
に
心
掛
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
山
本
氏
を
除
け
ば
、
著
者

は
皆
気
鋭
の
研
究
者
で
あ
り
、
将
来
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て

い
る
学
究
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
あ
え
て
一
言
つ
け
く
わ
え
る
次
第
で
あ

る
。　

な
お
、
本
書
は
、
山
本
四
郎
氏
の
古
希
（
一
九
九
〇
年
）
を
毒
念
し
て
、

編
集
・
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
A
5
判
五
匹
六
頁
　
一
九
九
　
年
一
｝
月
　
東
京
創
元
社
　
八
五
〇
〇
円
）
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京
都
大
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大
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